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(57)【要約】
【課題】上りリンク伝送品質を保ちつつ、上限値を超え
る区間にパワースケーリングを適用可能にすること。
【解決手段】複数セル（Ｃ１、Ｃ２）が形成される無線
通信システム１において複数セルの１つである第１セル
Ｃ１を形成する基地局装置（２０）であって、１つ又は
複数のコンポーネントキャリアが含まれるタイミンググ
ループ毎に上りリンクの送信タイミングを制御する制御
部（２３４）と、パワースケーリングが適用されるタイ
ミンググループ又はコンポーネントキャリアが明示的に
規定され、パワースケーリング対象として規定されたタ
イミンググループ又はコンポーネントキャリアをパワー
スケーリング対象情報としてユーザ端末（１０）へシグ
ナリングする送信部（１０６）と、を具備する。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数セルが形成される無線通信システムにおいて、
　前記複数セルに含まれる各セルをそれぞれ形成する複数の基地局装置と、前記複数セル
に含まれる少なくとも第１セル及び第２セルに接続可能なユーザ端末と、を備え、
　前記基地局装置は、１つ又は複数のコンポーネントキャリアが含まれるタイミンググル
ープ毎に上りリンクの送信タイミングを制御する制御部と、パワースケーリングが適用さ
れるタイミンググループ又はコンポーネントキャリアが明示的に規定され、パワースケー
リング対象として規定されたタイミンググループ又はコンポーネントキャリアをパワース
ケーリング対象情報として前記ユーザ端末へシグナリングする送信部と、を具備し、
　前記ユーザ端末は、前記基地局装置からシグナリングされたパワースケーリング対象情
報を受信する受信部と、タイミンググループ毎に異なる送信タイミングで上りリンク信号
を送信する送信部と、第１セル及び第２セルを合計した上りリンク信号の送信電力が規定
値を超える場合に、前記パワースケーリング対象情報として規定されたタイミンググルー
プ又はコンポーネントキャリアに対してパワースケーリングを適用する電力制御部と、を
具備したことを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　前記基地局装置は、パワースケーリング対象として規定されたタイミンググループ又は
コンポーネントキャリアを前記ユーザ端末へ上位レイヤシグナリングすることを特徴とす
る請求項１記載の無線通信システム。
【請求項３】
　前記基地局装置は、前記ユーザ端末が同時接続する複数セルの伝送品質，トラフィック
の少なくとも１つを指標にして、パワースケーリングが適用されるタイミンググループ又
はコンポーネントキャリアが明示的に規定されることを特徴とする請求項１記載の無線通
信システム。
【請求項４】
　前記基地局装置は、前記ユーザ端末が同時接続する各セルに含まれるコンポーネントキ
ャリアが複数のタイミンググループに分類される場合、各タイミンググループの特定の物
理上りチャネルが、パワースケーリングが適用される物理チャネルとして明示的に規定さ
れ、物理チャネル毎にパワースケーリング対象がシグナリングされ、
　前記ユーザ端末は、同時接続する複数セルを合計した上りリンク信号の送信電力が規定
値を超える場合に、前記パワースケーリング対象として通知された物理チャネルに対して
パワースケーリングを適用することを特徴とする請求項１記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記基地局装置は、前記ユーザ端末が第１セルと第２セルに同時接続され、第１セルが
制御信号用、第２セルがデータ伝送用として運用され、第１セルに含まれるコンポーネン
トキャリアが第１タイミンググループに分類され、第２セルに含まれるコンポーネントキ
ャリアが第２タイミンググループに分類される場合、第１タイミンググループの物理上り
制御チャネル（PUCCH）、第２タイミンググループの物理上り共有チャネル（PUSCH）及び
又はチャネル品質測定用の参照信号(SRS)が、パワースケーリングが適用される物理チャ
ネルとして明示的に規定されることを特徴とする請求項１記載の無線通信システム。
【請求項６】
　前記ユーザ端末は、同時接続する複数セルを合計した上りリンク信号の送信電力が規定
値を超える場合に、特定の物理上りチャネルに優先的に電力を割当て、前記特定の物理上
りチャネルを除いて、前記パワースケーリング対象として規定されたタイミンググループ
又はコンポーネントキャリアに対してパワースケーリングを適用することを特徴とする請
求項１記載の無線通信システム。
【請求項７】
　複数セルが形成される無線通信システムにおいてセルを形成する基地局装置であって、
　１つ又は複数のコンポーネントキャリアが含まれるタイミンググループ毎に上りリンク
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の送信タイミングを制御する制御部と、
　パワースケーリングが適用されるタイミンググループ又はコンポーネントキャリアが明
示的に規定され、パワースケーリング対象として規定されたタイミンググループ又はコン
ポーネントキャリアをパワースケーリング対象情報としてユーザ端末へシグナリングする
送信部と、を具備し、
　前記ユーザ端末は、複数セルに接続してタイミンググループ毎に異なる送信タイミング
に制御される、ことを特徴とする基地局装置。
【請求項８】
　複数の基地局装置が複数セルを形成する無線通信システムにおいて複数セルに接続する
ユーザ端末であって、
　前記基地局装置からシグナリングされたパワースケーリング対象情報を受信する受信部
と、
　タイミンググループ毎に異なる送信タイミングで上りリンク信号を送信する送信部と、
　接続セルを合計した上りリンク信号の送信電力が規定値を超える場合に、前記パワース
ケーリング対象情報として規定されたタイミンググループ又はコンポーネントキャリアに
対してパワースケーリングを適用する電力制御部と、
を具備したことを特徴とするユーザ端末。
【請求項９】
　複数セルが形成される無線通信システムにおける無線通信方法において、
　前記無線通信システムは、前記複数セルに含まれる各セルをそれぞれ形成する複数の基
地局装置と、前記複数セルに含まれる少なくとも第１セル及び第２セルに接続可能なユー
ザ端末と、を備え、
　１つ又は複数のコンポーネントキャリアが含まれるタイミンググループ毎に上りリンク
の送信タイミングを制御するステップと、
　パワースケーリングが適用されるタイミンググループ又はコンポーネントキャリアが明
示的に規定され、パワースケーリング対象として規定されたタイミンググループ又はコン
ポーネントキャリアをパワースケーリング対象情報として前記基地局装置から前記ユーザ
端末へシグナリングするステップと、
　前記ユーザ端末において、前記基地局装置からシグナリングされたパワースケーリング
対象情報を受信するステップと、
　タイミンググループ毎に異なる送信タイミングで上りリンク信号を送信するステップと
、同時接続する複数セルを合計した上りリンク信号の送信電力が規定値を超える場合に、
前記パワースケーリング対象情報として規定されたタイミンググループ又はコンポーネン
トキャリアに対してパワースケーリングを適用するステップと、を具備したことを特徴と
する無線通信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上りリンクにおいて複数の接続セルに対して異なる送信タイミングでマルチ
キャリア送信する無線通信システム、基地局装置、ユーザ端末及び無線通信方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System）における、更なる周波
数利用効率及びピークデータレートの向上、遅延の低減などを目的として、ＬＴＥ（Long
　Term　Evolution）が検討されて来た（非特許文献１）。その結果、Release－8　ＬＴ
Ｅ（以下、Ｒｅｌ．８－ＬＴＥという）では無線アクセス方式として、下りリンクについ
ては直交周波数分割多重接続(ＯＦＤＭＡ：Orthogonal　Frequency　Division　Multiple
xing　Access）をベースとした方式が採用され、上りリンクについてはシングルキャリア
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周波数分割多重接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ：Single－Carrier　Frequency　Division　Multip
le　Access）をベースとした方式が採用された。Ｒｅｌ．８－ＬＴＥにおいては、１．４
ＭＨｚ～２０ＭＨｚの可変帯域を用いて、下りリンクで最大３００Ｍｂｐｓ及び上りリン
クで７５Ｍｂｐｓ程度の伝送レートを実現できる。現在、３ＧＰＰにおいて、ＵＭＴＳネ
ットワークの更なる広帯域化及び高速化を目的として、ＬＴＥの後継システム（ＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）という）が検討されている。
【０００３】
　最近は、マクロセルのエリア内に送信電力の小さい小電力ノード（LPN）をオーバレイ
するヘテロジーニアスネットワーク(ＨｅｔＮｅｔ)を構築し、ＨｅｔＮｅｔにキャリアア
グリゲーション(CA: Carrier Aggregation)を適用することで、ネットワークの容量を大
容量化することが検討されている。キャリアアグリゲーションは、ＬＴＥがサポートする
周波数帯（１．４ＭＨｚ～２０ＭＨｚ）を１つのコンポーネントキャリア(ＣＣ:Componen
t　Carrier)として扱い、複数ＣＣを同時に利用することで広帯域化する技術である。Ｈ
ｅｔＮｅｔにおいて、ユーザ端末が接続する接続セルをＣＣ毎に変える事により、効率的
なユーザ端末制御やトラフィックオフローディング等を実現できる。
【０００４】
　図１に、ＨｅｔＮｅｔにおいて、ユーザ端末ＵＥが基地局装置ｅＮＢ（マクロセル）と
小電力ノードＬＰＮ（ローパワーセル）の２つのセルに接続した状態を例示する。ユーザ
端末ＵＥは、キャリアアグリゲーションによってコンポーネントキャリアＣＣ＃１及びＣ
Ｃ＃２が割り当てられており、コンポーネントキャリア＃ＣＣ１を介してマクロセルと接
続し、コンポーネントキャリアＣＣ＃２を介してローパワーセルと接続している。小電力
ノードＬＰＮ２はセルが小さいので、ユーザ端末ＵＥは基地局装置ｅＮＢよりも小電力ノ
ードＬＰＮに近い位置に存在する。ＬＴＥ－Ａの最新規格であるＲｅｌ．１１－ＬＴＥで
は、それぞれのノード（基地局装置、小電力ノード）における受信タイミングを合わせる
事を目的として、上りリンクにおいて複数のＣＣに対して複数の送信タイミングを実現す
るＭＴＡ(Multiple　Timing　Advance)機能が導入される（Rel. 10まではユーザ端末は単
一の送信タイミング制御を行なっていた（TAまたはSingle TAと呼ばれる））。図１に示
す例では、マクロセルは送信タイミングＴ１で上りリンク送信が行われ、ローパワーセル
では送信タイミングＴ１から所定時間遅延した送信タイミングＴ２で上りリンク送信が行
われている。
【０００５】
　LTE-Aにおいては最大５ＣＣを用いたキャリアアグリゲーションが実現する。一方、Ｒ
ｅｌ．１１－ＬＴＥに導入されるＭＴＡでは、最大５つのＣＣを最大４つのＴＡＧ(TA Gr
oup)に分類し、ＴＡＧ毎に送信タイミングを制御する。
【０００６】
　図２に５つのＣＣが４つのＴＡＧに分類された状態を例示する。５つのＣＣ＃１～ＣＣ
＃５を４つのＴＡＧ＃１～ＴＡＧ＃４に分類している。ＣＣ＃１に対してＴＡＧ＃１、２
つのＣＣ＃２及びＣＣ＃３に対して１つのＴＡＧ＃２、ＣＣ＃４に対してＴＡＧ＃３、Ｃ
Ｃ＃５に対してＴＡＧ＃４、がそれぞれ割当てられている。
【０００７】
　ＭＴＡが適用されたユーザ端末ＵＥにおいてＴＡＧ毎に上りリンクの送信タイミングを
制御する場合、図３に示すようにＴＡＧ間の送信タイミング差は最大で３０μｓ程度まで
生じる。図３にはＴＡＧ＃１とＴＡＧ＃２とで送信タイミングが例えば３０μｓずれた状
態を示している。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】3GPP,　TR25.912　(V7.1.0),　"Feasibility　study　for　Evolved　U
TRA　and　UTRAN",　Sept.　2006
【非特許文献２】3GPP,　TS36.211 Sec. 8.1, “Timing Advance”
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、LTE-Aシステムにおける上りリンクでは、ＣＣ単位かつサブフレーム単位で
送信電力が制御されており、各サブフレームでのトータル送信電力が上限規定を超えない
ように制御される。
【００１０】
　一方、Ｒｅｌ．１１－ＬＴＥで導入されるＭＴＡ機能がユーザ端末に適用された場合、
ＴＡＧ間でサブフレームが重複する部分（ＰＯ：Partial Overlap）が生じる可能性があ
るが、ＰＯ区間において送信電力の上限規定を超える可能性がある。例えば、図４に示す
ように、一方のＴＡＧがハイパワーのサブフレーム区間では、他方のＴＡＧがローパワー
のサブフレーム区間となるようにＴＡＧ毎にサブフレーム単位で送信電力を制御したとし
ても、ＴＡＧ間でハイパワーのサブフレームが重複するＰＯ区間が生じると、ＰＯ区間で
は規定された送信電力の上限規定を超えてしまう。そこで、ＰＯ区間においてトータル送
信電力が上限規定を超える可能性がある場合には、ＰＯ区間またはサブフレーム区間全体
にパワースケーリングを適用してトータル送信電力を低減する必要がある。なお、本明細
書においてパワースケーリングというときは、パワーを低減するだけでなく、パワーを０
にする場合も含む。
【００１１】
　しかしながら、ＰＯ区間にパワースケーリングを適用すると、信号電力が低減するため
、上りリンク伝送品質が劣化する課題が生じる。
【００１２】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、上りリンク伝送品質を保ちつつ、Ｐ
Ｏ区間におけるパワースケーリングを適用可能な無線通信システム、ユーザ端末、基地局
装置及び無線通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る無線通信システムは、複数セルが形成される無線通信システムにおいて、
前記複数セルに含まれる各セルをそれぞれ形成する複数の基地局装置と、前記複数セルに
含まれる少なくとも第１セル及び第２セルに接続可能なユーザ端末と、を備え、前記基地
局装置は、１つ又は複数のコンポーネントキャリアが含まれるタイミンググループ毎に上
りリンクの送信タイミングを制御する制御部と、パワースケーリングが適用されるタイミ
ンググループ又はコンポーネントキャリアが明示的に規定され、パワースケーリング対象
として規定されたタイミンググループ又はコンポーネントキャリアをパワースケーリング
対象情報として前記ユーザ端末へシグナリングする送信部と、を具備し、前記ユーザ端末
は、前記基地局装置からシグナリングされたパワースケーリング対象情報を受信する受信
部と、タイミンググループ毎に異なる送信タイミングで上りリンク信号を送信する送信部
と、第１セル及び第２セルを合計した上りリンク信号の送信電力が規定値を超える場合に
、前記パワースケーリング対象情報として規定されたタイミンググループ又はコンポーネ
ントキャリアに対してパワースケーリングを適用する電力制御部と、を具備したことを特
徴とする。
【００１４】
　本発明に係る基地局装置は、複数セルが形成される無線通信システムにおいてセルを形
成する基地局装置であって、１つ又は複数のコンポーネントキャリアが含まれるタイミン
ググループ毎に上りリンクの送信タイミングを制御する制御部と、パワースケーリングが
適用されるタイミンググループ又はコンポーネントキャリアが明示的に規定され、パワー
スケーリング対象として規定されたタイミンググループ又はコンポーネントキャリアをパ
ワースケーリング対象情報としてユーザ端末へシグナリングする送信部と、を具備し、前
記ユーザ端末は、複数セルに接続してタイミンググループ毎に異なる送信タイミングに制
御される、ことを特徴とする。
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【００１５】
　本発明に係るユーザ端末は、複数の基地局装置が複数セルを形成する無線通信システム
において複数セルに接続するユーザ端末であって、前記基地局装置からシグナリングされ
たパワースケーリング対象情報を受信する受信部と、タイミンググループ毎に異なる送信
タイミングで上りリンク信号を送信する送信部と、接続セルを合計した上りリンク信号の
送信電力が規定値を超える場合に、前記パワースケーリング対象情報として規定されたタ
イミンググループ又はコンポーネントキャリアに対してパワースケーリングを適用する電
力制御部と、を具備したことを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る無線通信方法は、複数セルが形成される無線通信システムにおける無線通
信方法において、前記無線通信システムは、前記複数セルに含まれる各セルをそれぞれ形
成する複数の基地局装置と、前記複数セルに含まれる少なくとも第１セル及び第２セルに
接続可能なユーザ端末と、を備え、１つ又は複数のコンポーネントキャリアが含まれるタ
イミンググループ毎に上りリンクの送信タイミングを制御するステップと、パワースケー
リングが適用されるタイミンググループ又はコンポーネントキャリアが明示的に規定され
、パワースケーリング対象として規定されたタイミンググループ又はコンポーネントキャ
リアをパワースケーリング対象情報として前記基地局装置から前記ユーザ端末へシグナリ
ングするステップと、前記ユーザ端末において、前記基地局装置からシグナリングされた
パワースケーリング対象情報を受信するステップと、タイミンググループ毎に異なる送信
タイミングで上りリンク信号を送信するステップと、第１セル及び第２セルを合計した上
りリンク信号の送信電力が規定値を超える場合に、前記パワースケーリング対象情報とし
て規定されたタイミンググループ又はコンポーネントキャリアに対してパワースケーリン
グを適用するステップと、を具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、上りリンク伝送品質を保ちつつ、上りリンクの送信電力が上限値を超
える区間にパワースケーリングを適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ＨｅｔＮｅｔを説明するための図である。
【図２】コンポーネントキャリアとＴＡＧとの関係を示す図である。
【図３】ＴＡＧ間で送信タイミングがずれた状態を示す図である。
【図４】ＴＡＧ間でハイパワーのサブフレームが重複するＰＯ区間を示す図である。
【図５】パワースケーリングの適用例を示す図である。
【図６】実施の形態に係る無線通信システムの構成の説明図である。
【図７】実施の形態に係る基地局装置の概略構成を示すブロック図である。
【図８】基地局装置におけるベースバンド信号処理部の構成を示すブロック図である。
【図９】実施の形態に係る移動端末装置の概略構成を示すブロック図である。
【図１０】移動局装置におけるベースバンド信号処理部の構成を示すブロック図である。
【図１１】移動局装置のベースバンド信号処理部におけるレイヤ１処理部の構成を示すブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の骨子は、基地局装置ｅＮＢがユーザ端末ＵＥに対してパワースケーリングを優
先的に適用するＴＡＧ（又はセル、ＣＣ、上り物理チャネル）を明示的に規定し、パワー
スケーリングを優先的に適用するＴＡＧ等を特定するためのパワースケーリング対象情報
をユーザ端末ＵＥにシグナリングすることにある。これにより、ユーザ端末ＵＥがパワー
スケーリングを適用すべきＴＡＧ等を、基地局装置ｅＮＢにおいて規定できるので、ネッ
トワーク運用の自由度を上げることができる。基地局装置ｅＮＢは通信環境（セル構成、
キャリアアグリゲーション状況、伝送品質、トラフィック、送信電力、トランスポートブ
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ロックサイズ等）を考慮して、上りリンク伝送品質の劣化が抑制されるように、パワース
ケーリングを適用するＴＡＧ（又はセル、ＣＣ、上り物理チャネル）を柔軟に規定できる
。
【００２０】
　図１に示すネットワーク構成を参照して具体的に説明する。
　ユーザ端末ＵＥは、第１セルとしてのマクロセル（基地局装置ｅＮＢ）に接続すると共
に、第２セルとしてのローパワーセル（小電力ノードＬＰＮ）に接続している。なお、本
発明において、第１セルがマクロセルで第２セルがローパワーセルであることは必須要件
ではない。また、本発明はユーザ端末が同時接続可能なセル数は２セルに限定されない。
基地局装置ｅＮＢと小電力ノードＬＰＮとはバックホールリンクを介して接続されており
、基地局装置ｅＮＢから小電力ノードＬＰＮを制御している。小電力ノードＬＰＮは、基
地局装置ｅＮＢからバックホールリンクを介してユーザ端末ＵＥとの通信に必要な情報（
例えば、ＴＡＧ情報）を受け取る。
【００２１】
　基地局装置ｅＮＢは、キャリアアグリゲーションによってユーザ端末ＵＥに対して複数
のコンポーネントキャリアＣＣ＃１、ＣＣ＃２を割当てると共に、一方のコンポーネント
キャリアＣＣ＃１をマクロセルに割当て、もう一方のコンポーネントキャリアＣＣ＃２を
ローパワーセルに割り当てるように、セル構成をユーザ端末ＵＥに指示する。また、基地
局装置ｅＮＢは、ユーザ端末ＵＥに複数のコンポーネントキャリアを割り当て、複数のセ
ルに同時接続するようにセル構成した場合は、ユーザ端末ＵＥに割り当てた複数のコンポ
ーネントキャリアをＴＡＧに分類し、ＴＡＧ毎の送信タイミングの制御を行う。図１に示
される例では、マクロセルに割り当てられたＣＣ＃１はＴＡＧ＃１に分類され、ローパワ
ーセルに割り当てられたＣＣ＃２はＴＡＧ＃２に分類されている。
【００２２】
　ユーザ端末ＵＥは、複数のコンポーネントキャリアＣＣ＃１、ＣＣ＃２を介して、上り
物理制御チャネル、上り物理データチャネルを送信することができる。具体的には、ユー
ザ端末ＵＥは、マクロセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）の通信では上りリンクのサブフレー
ムの送信タイミングを送信タイミングＴ１に制御し、ローパワーセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ
＃２）の通信では上りリンクのサブフレームの送信タイミングを送信タイミングＴ２に制
御する。このとき、ＴＡＧ＃１とＴＡＧ＃２とで上りリンクの送信タイミング（Ｔ１、Ｔ
２）が異なるので、ＰＯ区間が生じる（図４参照）。
【００２３】
　基地局装置ｅＮＢは、ユーザ端末ＵＥにおいてパワースケーリングが適用されるＴＡＧ
を明示的に規定する。例えば、パワースケーリングが適用されるＴＡＧを決定するために
伝送品質を判断規範にすることができる。例えば、ＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）の伝送品質が
劣化すると無線通信に大きな支障を生じるが、ＴＡＧ＃２（ＣＣ＃２）の伝送品質が劣化
しても回復可能である通信環境を想定する。この場合、基地局装置ｅＮＢは、ＴＡＧ＃２
（ＣＣ＃２）をパワースケーリングが適用されるＴＡＧに規定することができる。又は、
パワースケーリングが適用されるＴＡＧを決定するためにトラフィックを判断規範にする
ことができる。例えば、ＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）のトラフィックが非常に低く、ＴＡＧ＃
２（ＣＣ＃２）のトラフィックを高い値に維持する場合を想定する。この場合、基地局装
置ｅＮＢは、ＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）をパワースケーリングが適用されるＴＡＧに規定す
ることができる。伝送品質、トラフィックを判断規範にすることにより、上りリンク伝送
品質の劣化を抑制するように、ＰＯ区間にパワースケーリングを適用できる。
【００２４】
　また、基地局装置ｅＮＢは、セル構成を判断規範にして、ユーザ端末ＵＥにおいてパワ
ースケーリングが適用されるＴＡＧを明示的に規定しても良い。キャリアアグリゲーショ
ンは、複数のコンポーネントキャリアを用いた複数セルによる通信である。複数セル（コ
ンポーネントキャリア）が異なる２種類のセルとして定義され、１つのセルがプライマリ
セル（Ｐｃｅｌｌ）と定義され、その他のセルがセカンダリセル（Ｓｃｅｌｌ）と定義さ
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れても良い。基地局装置ｅＮＢは、キャリアアグリゲーションを適用するユーザ端末ＵＥ
に対してプライマリセルとセカンダリセルの設定を独立に行う。プライマリセルは、必ず
１つの下りリンクコンポーネントキャリアと１つの上りリンクコンポーネントキャリアの
セット（組み合わせ）から構成される。セカンダリセルは、少なくとも１つの下りリンク
コンポーネントキャリアから構成され、上りリンクコンポーネントキャリアが構成される
場合と構成されない場合がある。ここでは、セカンダリセルにおいても上りリンクコンポ
ーネントキャリアが構成される。
【００２５】
　今、図１に示すＨｅｔＮｅｔにおいて、プライマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）を制
御信号用とし、セカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）をデータ伝送用として運用する
場合を想定する。Ｒｅｌ．１０－ＬＴＥでは、コンポーネントキャリア単位での上りリン
ク物理チャネル構成は次のように規定されている。上りリンク物理チャネルとして、物理
ランダムアクセスチャネル(PRACH)、物理上り制御チャネル（PUCCH）、物理上り共有チャ
ネル（PUSCH）、チャネル品質測定用の参照信号(SRS: Sounding Reference Signal)が規
定されている。PRACHは、ユーザ端末からネットワークへの初期アクセス時に使用される
。ユーザ端末は、セルサーチで検出した下りのコンポーネントキャリアから必要な報知情
報として、PRACHのパラメータ（周波数位置，サブフレーム位置，Zadoff-Chu系列番号等
）、上りのコンポーネントキャリアの情報（中心周波数，帯域幅等）等を受信し、下りに
対応する上りのコンポーネントキャリアでPRACHを送信する。PUCCHは、帯域の両端に多重
（サブフレーム内周波数ホッピングを適用）され、下りリンクの送信信号に対する応答信
号（response）であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＣＱＩ（Channel Quality indicator）レポー
ト、スケジューリングリクエストを運ぶ。ＣＱＩとは受信したデータの品質、もしくは通
信路品質を示す品質情報である。PUSCHは、ＵＬ－ＳＣＨ（トランスポートチャネルの１
つである上り共有チャネル）がマッピングされる。
【００２６】
　基地局装置ｅＮＢは、セル構成を判断規範にする一例として、パワースケーリングを適
用するセル（プライマリセルまたはセカンダリセル）を明示的に規定する。例えば、基地
局装置ｅＮＢは、第１セルが制御信号用、第２セルがデータ伝送用として運用され、第１
セルに含まれるコンポーネントキャリアが第１タイミンググループに分類され、第２セル
に含まれるコンポーネントキャリアが第２タイミンググループに分類される場合、第１タ
イミンググループの物理上り制御チャネル（PUCCH）、第２タイミンググループの物理上
り共有チャネル（PUSCH）及び又はチャネル品質測定用の参照信号(SRS)が、パワースケー
リングが適用される物理チャネルとして明示的に規定される。
【００２７】
　制御信号用のプライマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）がパワースケーリング対象とな
れば、プライマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）における制御信号（ＰＵＣＣＨ）の送信
電力が減少する。また、データ伝送用のセカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）がパワ
ースケーリング対象となれば、セカンダリセルにおけるデータ信号（ＰＵＳＣＨ）の送信
電力が減少する。パワースケーリングを適用するセル（プライマリセルまたはセカンダリ
セル）をユーザ端末ＵＥに通知するので、ＨｅｔＮｅＴ環境下においてセル単位のシグナ
リングで、制御信号（ＰＵＣＣＨ）又はデータ信号（ＰＵＳＣＨ）をパワースケーリング
できる。
【００２８】
　また、基地局装置ｅＮＢは、セル構成を判断規範にする一例として、セルに物理チャネ
ルを紐づけて、パワースケーリングを適用するセルを明示的に規定しても良い。具体的に
は、制御信号用のプライマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）がパワースケーリング対象と
なれば、プライマリセルにおけるデータ信号（ＰＵＳＣＨ）がパワースケーリングされる
ように規定され、同様に、データ伝送用のセカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）がパ
ワースケーリング対象となれば、セカンダリセルにおける制御信号（ＰＵＣＣＨ）がパワ
ースケーリングされるように規定されても良い。これにより、パワースケーリングを適用
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するセル（プライマリセルまたはセカンダリセル）をユーザ端末ＵＥに通知することで、
物理チャンネル単位のパワースケーリングが実現される。
【００２９】
　基地局装置ｅＮＢは、パワースケーリングを適用する物理チャネルを物理チャネル単位
で明示的に規定する。例えば、プライマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）ではＰＲＡＣＨ
及びＰＵＣＣＨの伝送品質をＰＵＳＣＨよりも優先し、またセカンダリセル（ＴＡＧ＃２
、ＣＣ＃２）ではＰＵＳＣＨ及びＳＲＳの伝送品質をＰＵＣＣＨよりも優先することを想
定する。この場合、基地局装置ｅＮＢは、ＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）のＰＵＳＣＨをパワー
スケーリングが適用される対象に明示的に規定し、ＴＡＧ＃２（ＣＣ＃２）のＰＵＣＣＨ
をパワースケーリングが適用される対象に明示的に規定する。
【００３０】
　基地局装置ｅＮＢは、上述したいずれかの方法で規定した、パワースケーリング対象と
なるＴＡＧ（又はセル、ＣＣ、上り物理チャネル）を、上位レイヤシグナリングによって
ユーザ端末ＵＥへ通知する。これにより、パワースケーリングを適用するＴＡＧ（又はセ
ル、ＣＣ、上り物理チャネル）をシグナリングすることにより増加するオーバーヘッドを
最小限に抑制できる。
【００３１】
　ユーザ端末ＵＥは、パワースケーリングを適用するＴＡＧ（又はセル、ＣＣ、上り物理
チャネル、パケット）が、基地局装置ｅＮＢから下りリンクで通知される。ユーザ端末Ｕ
Ｅは、ＭＴＡが適用された状態で、トータル送信電力が上限規定を超える場合には、予め
通知されたＴＡＧ（又はセル、ＣＣ、上り物理チャネル）に対してパワースケーリングを
適用して送信電力を減少させる。
【００３２】
　ユーザ端末ＵＥは、複数セルに接続されている状態において、パワースケーリングを適
用するＴＡＧが通知されていると仮定する。この場合、ユーザ端末ＵＥに対してＭＴＡが
適用されていて、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上限規定を超える場合に、予め通
知されたＴＡＧに含まれたＣＣの送信電力を減少させる。
【００３３】
　また、ユーザ端末ＵＥは、プライマリセルとセカンダリセルに接続されている状態にお
いて、パワースケーリングを適用するセルとして例えばプライマリセル（またはセカンダ
リセル）が通知されていると仮定する。この場合、ユーザ端末ＵＥに対してＭＴＡが適用
されていて、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上限規定を超える場合に、予め通知さ
れたプライマリセル（又はセカンダリセル）の送信電力を減少させる。
【００３４】
　また、ユーザ端末ＵＥは、予めセルに物理チャネルが紐づけられた情報を取得していて
、パワースケーリングを適用するセルが基地局装置ｅＮＢから通知される。例えば、制御
信号用のプライマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）がパワースケーリング対象となれば、
プライマリセルにおけるデータ信号（ＰＵＳＣＨ）がパワースケーリングされるように規
定されているとする。ユーザ端末ＵＥは、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上限規定
を超える場合、予めプライマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）がパワースケーリングの対
象として通知されていれば、プライマリセルのＰＵＳＣＨの送信電力を減少させる。又は
、データ伝送用のセカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）がパワースケーリング対象と
なれば、セカンダリセルにおける制御信号（ＰＵＣＣＨ）がパワースケーリングされるよ
うに規定されているとする。ユーザ端末ＵＥは、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上
限規定を超える場合、予めセカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）がパワースケーリン
グの対象として通知されていれば、セカンダリセルのＰＵＣＣＨの送信電力を減少させる
。
【００３５】
　また、基地局装置ｅＮＢがＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）のＰＵＳＣＨをパワースケーリング
が適用される対象に明示的に規定し、ＴＡＧ＃２（ＣＣ＃２）のＰＵＣＣＨをパワースケ
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ーリングが適用される対象に明示的に規定している場合、ユーザ端末ＵＥは、この規定さ
れたパワースケーリング対象情報が基地局装置ｅＮＢから通知される。この場合、ユーザ
端末ＵＥは、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上限規定を超える場合に、予め通知さ
れた物理チャネルの送信電力を減少させる。例えば、ＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）のＰＵＳＣ
Ｈをパワースケーリングが適用される対象に規定されていれば、ＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）
のＰＵＳＣＨの送信電力を減少させる。
【００３６】
　また、上記したパワースケーリングの適用方法と以下に示すいずれかの方法Ａ，Ｂとを
組み合わせても良い。
【００３７】
　パワースケーリング方法Ａは、上りリンク物理チャネル(PUSCH/PUCCH/PRACH/SRS)毎の
優先度に基づいて、物理チャネル毎にパワースケーリングを適用する。例えば、PRACH > 
PUCCH > PUSCH > SRSの優先度に規定する。
【００３８】
　パワースケーリング方法Ｂは、プライマリセルをセカンダリセルよりも優先してパワー
スケーリングを適用する。
【００３９】
　本発明の別の側面は、パワースケーリングを適用するＴＡＧ等を暗示的に規定すること
により、シグナリングを行わずに、伝送品質を保つ方法を提供する。以下に、具体的なパ
ワースケーリング方法（１）から（５）を説明する。
【００４０】
　（１）ユーザ端末ＵＥは、送信電力の大きいＴＡＧにパワースケーリングが適用される
ように規定されても良い。これにより、送信電力の小さいＴＡＧにパワースケーリングが
適用される確率が下がり、送信電力の小さいＴＡＧに割り当てる電力が著しく減少するこ
とによる大幅な品質劣化を防止できる。
【００４１】
　ユーザ端末ＵＥは、複数セルに接続されている状態において、上りリンクにおいて複数
の接続セルに対して複数の送信タイミングを実現するＭＴＡが適用されている場合を想定
する。ユーザ端末ＵＥは、基地局装置ｅＮＢから割り当てられているコンポーネントキャ
リアに関するＴＡＧ構成（コンポーネントキャリア番号とＴＡＧ番号との対応情報等）が
通知される。
【００４２】
　今、図５に示すように、ユーザ端末ＵＥの上りリンクに割り当てられた複数のコンポー
ネントキャリアが、ＴＡＧ＃１とＴＡＧ＃２に分類されている。パワースケーリング適用
前の段階において、ＴＡＧ＃１の送信電力がＴＡＧ＃２の送信電力よりも大きい状態が示
されている。
【００４３】
　ユーザ端末ＵＥは、ＰＯ区間において上りリンクでのトータル送信電力が上限規定を超
える場合、送信電力のより大きいＴＡＧ＃１に対してパワースケーリングを適用する。そ
の結果、図５に示すようにＴＡＧ＃１の送信電力が減少してトータル送信電力が上限規定
以下に抑えられる。このとき、パワースケーリングが適用されないＴＡＧ＃２の送信電力
は維持される。
【００４４】
　（２）ユーザ端末ＵＥは、トランスポートブロックサイズ（伝送ビット数）の小さいＰ
ＵＳＣＨにパワースケーリングを適用するように規定されても良い。これにより、小サイ
ズのトランスポートブロックがパワースケーリングにより品質劣化を防止でき、サイズの
大きいトランスポートブロックの品質を劣化させるのに比べて、再送時のオーバーヘッド
を低減できる。
【００４５】
　ＬＴＥでは、上りリンクトランスポートチャネル（例えばＵＬ－ＳＣＨ）上のデータは



(11) JP 2014-72778 A 2014.4.21

10

20

30

40

50

、あるサイズのトランスポートブロックに編成される。各サブフレーム（送信時間間隔：
ＴＴＩ）において、トランスポートブロックがユーザ端末ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間
を無線インタフェース上で送信される。トランスポートブロックはコードワードに分割さ
れて物理チャネルにより伝送される。１アンテナ送信の場合、大きさが可変の１つのトラ
ンスポートブロックがＴＴＩ毎に送信される。複数アンテナ送信の場合、最大で２つの大
きさ可変のトランスポートブロックがＴＴＩ毎に送信される。トランスポートブロックサ
イズは、トランスポートブロックに付随したトランスポートフォーマットに規定される。
トランスポートフォーマットは、トランスポートブロックサイズの他に、変調方式及びア
ンテナマッピングが規定される。
【００４６】
　ユーザ端末ＵＥは、第１セルと第２セルに接続されていて、ＰＯ区間において上りリン
クでのトータル送信電力が上限規定を超える場合、第１セルのＰＵＳＣＨに割り当てられ
たトランスポートブロックと第２セルのＰＵＳＣＨに割り当てられたトランスポートブロ
ックとの間で、トランスポートブロックサイズの小さいＰＵＳＣＨにパワースケーリング
を適用する。
【００４７】
　（３）ユーザ端末ＵＥは、合計割当て帯域幅の小さいＴＡＧにパワースケーリングが適
用されるように規定されても良い。これにより、消費する周波数帯域幅を低減できる。
【００４８】
　１つのＴＡＧには１つまたは複数のコンポーネントキャリアが分類されるので、ＴＡＧ
間で合計割当て帯域幅が異なる可能性がある。例えば、ＴＡＧ＃１は１つのコンポーネン
トキャリアＣＣ＃１だけが割り当てられ、ＴＡＧ＃２は２つのコンポーネントキャリアＣ
Ｃ＃２、ＣＣ＃３が割り当てられる。
【００４９】
　ユーザ端末ＵＥは、複数セルに接続されている状態において、上りリンクにおいて複数
の接続セルに対して複数の送信タイミングを実現するＭＴＡが適用されている場合を想定
する。ユーザ端末ＵＥは、基地局装置ｅＮＢから割り当てられているコンポーネントキャ
リアに関するＴＡＧ構成（コンポーネントキャリア番号とＴＡＧ番号との対応情報等）が
通知される。ユーザ端末ＵＥは、ＰＯ区間において上りリンクでのトータル送信電力が上
限規定を超える場合、合計帯域幅の小さいＴＡＧ＃１に対してパワースケーリングを適用
する。
【００５０】
　（４）ユーザ端末ＵＥは、上りリンクの新規パケットにパワースケーリングが適用され
るように規定されても良い。これにより、上りリンク再送パケットの送信電力を減少させ
ると再度受信エラーが発生して遅延が累積する可能性があるが、新規パケットの送信電力
を減少させるので再送が発生しても遅延時間を最小減に抑えることができる。
【００５１】
　上記したように、上りリンクコンポーネントキャリアそれぞれには、PUCCH、PUSCH等の
上りリンクのチャネルが配置される。ユーザ端末ＵＥは、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵ
ＳＣＨを使用して、下りリンクのチャネル状態を示すチャネル状態情報（CSI: Channel S
tatement information）や、下りリンクトランスポートブロックに対するハイブリッドＡ
ＲＱにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（肯定応答：Positive Acknowledgement／否定応答：Nega
tive Acknowledgement）を示す情報や、スケジューリング要求（SR: Scheduling Request
）などの上りリンク制御情報（UCI: Uplink Control Information）を基地局装置ｅＮＢ
へ送信する。
【００５２】
　ＬＴＥでは、損失したあるいは誤りの生じたデータの再送は、まずＭＡＣレイヤのハイ
ブリッドＡＲＱで処理され、この処理でも回復できない場合にＲＬＣの再送プロトコルで
扱われる。ハイブリッドＡＲＱは再送を迅速に行うことを目的としているため、復号処理
結果のフィードバックは毎回の送信に対して行われる。基地局装置ｅＮＢとユーザ端末Ｕ
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ＥとのそれぞれにハイブリッドＡＲＱエンティティがり、各ハイブリッドＡＲＱエンティ
ティはハイブリッドＡＲＱプロセスからなっている。受信側は、ハイブリッドＡＲＱプロ
セスに向けたトランスポートブロックを受信すると、ブロックの復号を試みてその結果、
すなわちブロックが正しく受信されたか否かをＡＣＫ／ＮＡＣＫを通じて送信側に通知す
る。
【００５３】
　上りリンクでは、再送を行うサブフレームが常に判っている。ＦＤＤの場合、データの
送信試行が行われてから８サブフレーム後に再送が行われる。上りリンクで再送すべきか
否かの制御は、ＰＤＣＣＨにより送られる上りリンクへのスケジューリンググラントに含
まれる新データ指標（ＮＤＩ）によって行われる。新データ指標は送信される各トランス
ポートブロックに対して個別に設定される。ユーザ端末ＵＥは、ＰＤＣＣＨに含まれる新
データ指標に基づいて新規パケット送信か否かを判断できる。
【００５４】
　ユーザ端末ＵＥは、第１セルと第２セルに接続されていて、ＰＯ区間において上りリン
クでのトータル送信電力が上限規定を超える場合、上りリンクの新規パケットにパワース
ケーリングを適用して上りリンクの送信電力を減少させる。
【００５５】
　（５）ユーザ端末ＵＥは、再送パケットにパワースケーリングが適用されるように規定
されても良い。これにより、再送パケットが新規パケットよりも優先的にパワースケーリ
ングが適用されるので、新規パケットの再送確率を低減できる。
【００５６】
　（６）上記（１）から（５）のいずれかの方法と、上記パワースケーリング方法Ａ，Ｂ
と組み合わせても良い。
　例えば、ユーザ端末ＵＥは、送信電力の大きいＴＡＧにパワースケーリングを適用する
場合、PRACH > PUCCH > PUSCH > SRSの優先順位で上りリンク物理チャネル毎にパワース
ケーリングを適用する。また、ユーザ端末ＵＥは、送信電力の大きいＴＡＧにパワースケ
ーリングを適用する場合、ＰｃｅｌｌをＳｃｅｌｌよりも優先してするパワースケーリン
グを適用する。
【００５７】
　次に、上述した無線通信方法が適用される基地局装置及びユーザ端末の実施例について
説明する。以下、ＬＴＥ及びＬＴＥ－Ａを対象とした無線アクセスシステムを例に説明す
るが、それ以外のシステムへの適用を制限するものではない。
【００５８】
　図６は、本発明の一実施の形態に係る無線通信方法が適用される移動通信システムのネ
ットワーク構成図である。無線通信システム１は、基地局装置２０Ａ，２０Ｂと、この基
地局装置２０Ａ，２０Ｂと通信する複数の第１、第２の移動局装置１０Ａ，１０Ｂとを含
んで構成されている。基地局装置２０Ａ，２０Ｂは、上位局装置３０と接続され、この上
位局装置３０は、コアネットワーク４０と接続される。また、基地局装置２０Ａ，２０Ｂ
は、有線接続又は無線接続により相互に接続されている。第１、第２の移動局装置１０Ａ
，１０Ｂは、セルＣ１，Ｃ２において基地局装置２０Ａ，２０Ｂと通信を行うことができ
る。なお、上位局装置３０には、例えば、アクセスゲートウェイ装置、無線ネットワーク
コントローラ（ＲＮＣ）、モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）などが含まれ
るが、これに限定されない。
【００５９】
　第１、第２の移動局装置１０Ａ，１０Ｂは、ＬＴＥ端末及びＬＴＥ－Ａ端末を含むが、
以下においては、特段の断りがない限り移動局装置１０として説明を進める。また、説明
の便宜上、基地局装置２０Ａ，２０Ｂと無線通信するのは第１、第２の移動局装置１０Ａ
，１０Ｂであるものとして説明するが、より一般的には移動端末装置も固定端末装置も含
むユーザ装置（ＵＥ）でよい。
【００６０】
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　無線通信システム１においては、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦ
ＤＭＡ（直交周波数分割多元接続）が、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングル
キャリア－周波数分割多元接続）が適用されるが、上りリンクの無線アクセス方式はこれ
に限定されない。ＯＦＤＭＡは、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に
分割し、各サブキャリアにデータをマッピングして通信を行うマルチキャリア伝送方式で
ある。ＳＣ－ＦＤＭＡは、システム帯域を端末毎に１つ又は連続したリソースブロックか
らなる帯域に分割し、複数の端末が互いに異なる帯域を用いることで、端末間の干渉を低
減するシングルキャリア伝送方式である。
【００６１】
　ここで、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮにおける通信チャネルについ
て説明する。下りリンクについては、各移動局装置１０で共有される物理下りリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical　Downlink　Shared　Channel）と、下りリンクの制御
チャネルである物理下りリンク制御チャネル(ＰＤＣＣＨ：Physical　Downlink　Control
　Channel、下りＬ１／Ｌ２制御チャネルともいう)とが用いられる。上記物理下りリンク
共有チャネルにより、ユーザデータ、すなわち、通常のデータ信号が伝送される。また、
物理下りリンク制御チャネルにより、上りリンクＭＩＭＯ伝送のためのプリコーディング
情報、物理下りリンク共有チャネルを用いて通信を行うユーザＩＤや、そのユーザデータ
のトランスポートフォーマットの情報（すなわち、Downlink　Scheduling　Information
）、並びに、物理上りリンク共有チャネルを用いて通信を行うユーザＩＤや、そのユーザ
データのトランスポートフォーマットの情報（すなわち、Uplink　Scheduling　Grant）
などがフィードバックされる。
【００６２】
　また、下りリンクにおいては、Ｐ－ＢＣＨ（Physical-Broadcast　Channel）やＤ－Ｂ
ＣＨ（Dynamic　Broadcast　Channel）等の報知チャネルが送信される。Ｐ－ＢＣＨによ
り伝送される情報は、ＭＩＢ（Master　Information　Block）であり、Ｄ－ＢＣＨにより
伝送される情報は、ＳＩＢ（System　Information　Block）である。Ｄ－ＢＣＨは、ＰＤ
ＳＣＨにマッピングされて、基地局装置２０より移動局装置１０に伝送される。
【００６３】
　上りリンクについては、各移動局装置１０で共有して使用される物理上りリンク共有チ
ャネル（ＰＵＳＣＨ）と、上りリンクの制御チャネルである物理上りリンク制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ）とが用いられる。物理上りリンク共有チャネルにより、ユーザデータ、す
なわち、通常のデータ信号が伝送される。また、物理上りリンク制御チャネルにより、下
りリンクＭＩＭＯ伝送のためのプリコーディング情報、下りリンクの共有チャネルに対す
る送達確認情報や、下りリンクの無線品質情報（ＣＱＩ）等が伝送される。
【００６４】
　また、上りリンクにおいては、初期接続等のための物理ランダムアクセスチャネル（Ｐ
ＲＡＣＨ）が定義されている。移動局装置１０は、ＰＲＡＣＨにおいて、ランダムアクセ
スプリアンブルを基地局装置２０に送信するものとなっている。
【００６５】
　図７を参照しながら、本実施の形態に係る基地局装置の全体構成について説明する。な
お、基地局装置２０Ａ，２０Ｂは、基本的には同様な構成であるため、基地局装置２０と
して説明する。また、第１、第２の移動局装置１０Ａ，１０Ｂも、同様な構成であるため
、移動局装置１０として説明する。
【００６６】
　基地局装置２０は、ＭＩＭＯ伝送のための複数の送受信アンテナ２０２ａ、２０２ｂ…
と、アンプ部２０４ａ、２０４ｂ…と、送受信部２０６ａ、２０６ｂ…と、ベースバンド
信号処理部２０８と、呼処理部２１０と、伝送路インターフェース２１２とを備えている
。なお、送受信アンテナ２０２ａ、２０２ｂ…は、例えば８本であり、アンプ部２０４ａ
、２０４ｂ…及び送受信部２０６ａ、２０６ｂ…は、アンテナ数に対応した数だけ設けら
れる。
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【００６７】
　下りリンクにより基地局装置２０から移動局装置１０に送信されるユーザデータは、基
地局装置２０の上位に位置する上位局、例えば、アクセスゲートウェイ装置３０から伝送
路インターフェース２１２を介してベースバンド信号処理部２０８に入力される。
【００６８】
　ベースバンド信号処理部２０８では、ＰＤＣＰレイヤの処理、ユーザデータの分割・結
合、ＲＬＣ（Radio　Link　Control）再送制御の送信処理などのＲＬＣレイヤの送信処理
、ＭＡＣ（Medium　Access　Control）再送制御、例えば、ハイブリッドＡＲＱ（Hybrid
　Automatic　Repeat　reQuest）の送信処理、スケジューリング、伝送フォーマット選択
、チャネル符号化、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse　Fast　Fourier　Transfor
m）処理、プリコーディング処理が行われて、送受信部２０６ａ、２０６ｂに転送される
。また、物理下りリンク制御チャネルの信号に関しても、チャネル符号化や逆高速フーリ
エ変換等の送信処理が行われて、送受信部２０６ａ、２０６ｂに転送される。
【００６９】
　また、ベースバンド信号処理部２０８は、上述した報知チャネルにより、移動局装置１
０に対して、当該セルにおける通信のための制御情報をフィードバックする。当該セルに
おける通信のための制御情報には、例えば、上りリンクまたは下りリンクにおけるシステ
ム帯域幅、移動局装置１０に割り当てたリソースブロック情報、ＰＲＡＣＨにおけるラン
ダムアクセスプリアンブルの信号を生成するためのルート系列の識別情報（Root　Sequen
ce　Index）等が含まれる。
【００７０】
　送受信部２０６ａ，２０６ｂでは、ベースバンド信号処理部２０８からアンテナ毎にプ
リコーディングして出力されたベースバンド信号を無線周波数帯に変換する周波数変換処
理が施され、その後、アンプ部２０４ａ、２０４ｂで増幅されて送受信アンテナ２０２ａ
，２０２ｂより送信される。
【００７１】
　一方、上りリンクにより移動局装置１０から基地局装置２０に送信されるデータについ
ては、送受信アンテナ２０２ａ、２０２ｂで受信された無線周波数信号がアンプ部２０４
ａ，２０４ｂで増幅され、送受信部２０６ａ、２０６ｂで周波数変換されてベースバンド
信号に変換され、ベースバンド信号処理部２０８に入力される。
【００７２】
　ベースバンド信号処理部２０８では、入力されたベースバンド信号に含まれるユーザデ
ータに対して、ＦＦＴ処理、ＩＤＦＴ処理、誤り訂正復号、ＭＡＣ再送制御の受信処理、
ＲＬＣレイヤ、ＰＤＣＰレイヤの受信処理がなされ、伝送路インターフェース２１２を介
してアクセスゲートウェイ装置３０に転送される。
【００７３】
　呼処理部２１０は、通信チャネルの設定や解放等の呼処理や、基地局装置２０の状態管
理や、無線リソースの管理を行う。
【００７４】
　ここで、図８を参照し、本実施の形態に係る基地局装置２０のベースバンド信号処理部
２０８の構成について説明する。図８は、本実施の形態に係る基地局装置２０のベースバ
ンド信号処理部２０８の機能ブロック図である。なお、図８においては、説明の便宜上、
スケジューラ２３４等の構成を含めている。
【００７５】
　受信信号に含まれる参照信号（品質測定用参照信号）は、チャネル品質測定部２２１に
入力される。チャネル品質測定部２２１は、移動局装置１０から受信した参照信号の受信
状態に基づいて上りリンクのチャネル品質情報（ＣＱＩ）を測定する。一方、ベースバン
ド信号処理部２０８に入力した受信信号は、受信信号に付加されたサイクリックプレフィ
ックスがＣＰ(Cyclic　Prefix)除去部２２２ａ、２２２ｂで除去された後、高速フーリエ
変換部２２４ａ、２２４ｂでフーリエ変換されて周波数領域の情報に変換される。なお、
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シンボル同期部２２３ａ、２２３ｂは、受信信号に含まれる参照信号から同期タイミング
を推定し、その推定結果をＣＰ除去部２２２ａ、２２２ｂに通知する。
【００７６】
　周波数領域の情報に変換された受信信号は、サブキャリアデマッピング部２２５ａ、２
２５ｂにて周波数領域でデマッピングされる。サブキャリアデマッピング部２２５ａ、２
２５ｂは、移動局装置１０でのマッピングに対応してデマッピングする。ここでは、上り
リンクで受信した受信信号のうち、サブキャリアデマッピング部２２５ｂに入力される受
信信号は、２つの上りデータコードワード＃２、＃３がコンバインされているものとする
。周波数領域等化部２２６は、チャネル推定部２２７から与えられるチャネル推定値に基
づいて受信信号を等化する。チャネル推定部２２７は、受信信号に含まれる参照信号から
コンポーネントキャリア毎にチャネル状態を推定し、周波数領域等化部２２６は、コンポ
ーネントキャリア毎に受信信号（コードワード）を等化する。
【００７７】
　逆離散フーリエ変換部（ＩＤＦＴ）２２８ａ、２２８ｂ、２２８ｃは、受信信号を逆離
散フーリエ変換して、周波数領域の信号を時間領域の信号に戻す。データ復調部２２９ａ
、２２９ｂ、２２９ｃ及びデータ復号部２３０ａ、２３０ｂ、２３０ｃは、コンポーネン
トキャリア毎の伝送フォーマット（符号化率、変調方式）に基づいて上りユーザデータを
再生する。これにより、第１のトランスポートブロックに対応するコードワード＃１の送
信データ、第２のトランスポートブロックに対応するコードワード＃２の送信データ、第
３のトランスポートブロックに対応するコードワード＃３の送信データが再生される。
【００７８】
　再生されたコードワード＃１、＃２、＃３の送信データは、再送情報チャネル選択部２
３３に出力される。再送情報チャネル選択部２３３は、コードワード＃１、＃２、＃３の
送信データにおける再送の要否（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を判定する。そして、コードワード
＃１、＃２、＃３の送信データにおける再送の要否に基づいて、ＮＤＩ情報やＲＶ情報な
どの再送関連情報を生成する。また、再送情報チャネル選択部２３３は、再送情報を送信
するチャネル（ＰＨＩＣＨ又はＰＤＣＣＨ（ＵＬ　ｇｒａｎｔ））を選択する。
【００７９】
　スケジューラ２３４は、チャネル品質測定部２２１から与えられるチャネル品質情報（
ＣＱＩ）と、後述するプリコーディングウェイト・ランク数選択部２３５から与えられる
ＰＭＩ情報及びＲＩ情報とに基づいて、上下リンクのリソース割り当て情報を決定する。
【００８０】
　プリコーディングウェイト・ランク数選択部２３５は、チャネル品質測定部２２１から
与えられるチャネル品質情報（ＣＱＩ）に基づいて、移動局装置１０に割り当てたリソー
スブロックでの上りリンクの受信品質から当該移動局装置１０においてアンテナ毎に送信
信号の位相及び又は振幅を制御するためのプリコーディングウェイト（ＰＭＩ）を決定す
る。また、プリコーディングウェイト・ランク数選択部２３５は、チャネル品質測定部２
２１から与えられるチャネル品質情報（ＣＱＩ）に基づいて、上りリンクにおける空間多
重のレイヤ数を示すランク数（ＲＩ）を決定する。
【００８１】
　ＭＣＳ選択部２３６は、チャネル品質測定部２２１から与えられるチャネル品質情報（
ＣＱＩ）に基づいて、変調方式・チャネル符号化率（ＭＣＳ）を選択する。
【００８２】
　個別ユーザデータ生成部２３７は、アクセスゲートウェイ装置等の上位局装置３０より
入力されるユーザデータから、スケジューラ２３４から与えられるリソース割り当て情報
に従って移動局装置１０毎の個別の下り送信データ（個別ユーザデータ）を生成する。
【００８３】
　本実施の形態では、個別ユーザデータ生成部２３７が、上位局装置より入力される制御
信号又はスケジューラ２３４から与えられる情報に意基づいて、移動局装置１０に対して
パワースケーリングを適用するＴＡＧを明示的に規定し、パワースケーリングを適用する
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ＴＡＧ等のパワースケーリング対象情報を移動局装置１０にシグナリングする制御部とし
て機能する。パワースケーリングを適用する対象は、ＴＡＧ単位だけでなく、コンポーネ
ントキャリア、上り物理チャネル、またはパケット単位であっても良い。
【００８４】
　例えば、移動局装置１０が接続している接続セルの伝送品質及び又はトラフィックを判
断規範にすることができる。また、個別ユーザデータ生成部２３７は、セル構成を判断規
範にして、移動局装置１０においてパワースケーリングが適用されるＴＡＧを明示的に規
定しても良い。また、個別ユーザデータ生成部２３７は、パワースケーリングを適用する
上りリンクの物理チャネルを物理チャネル単位で明示的に規定してもよい。例えば、プラ
イマリセル（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）ではＰＲＡＣＨ及びＰＵＣＣＨの伝送品質をＰＵＳ
ＣＨよりも優先し、またセカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）ではＰＵＳＣＨ及びＳ
ＲＳの伝送品質をＰＵＣＣＨよりも優先する。この場合、基地局装置２０は、ＴＡＧ＃１
（ＣＣ＃１）のＰＵＳＣＨをパワースケーリングが適用される対象に明示的に規定し、Ｔ
ＡＧ＃２（ＣＣ＃２）のＰＵＣＣＨをパワースケーリングが適用される対象に明示的に規
定する。
【００８５】
　また、第１セルとしてのセルＣ１が制御信号用、第２セルとしてのセルＣ２がデータ伝
送用として運用され、第１セルＣ１に含まれるコンポーネントキャリアが第１タイミング
グループに分類され、第２セルＣ２に含まれるコンポーネントキャリアが第２タイミング
グループに分類される場合、第１タイミンググループのPUCCH、第２タイミンググループ
のPUSCH及び又はSRSが、パワースケーリングが適用される物理チャネルとして明示的に規
定される。
【００８６】
　個別ユーザデータ生成部２３７は、上述したいずれかの方法で明示的に規定した、パワ
ースケーリングを適用するＴＡＧ（セル、ＣＣ、上り物理チャネル、又はパケット）を、
上位レイヤシグナリングによって移動局装置１０に通知するためのユーザデータを生成す
る。
【００８７】
　ＵＬ　ｇｒａｎｔ情報生成部２３８は、再送情報チャネル選択部２３３から与えられる
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報及び再送関連情報（ＮＤＩ情報、ＲＶ情報）、スケジューラ２３４
から与えられるリソース割り当て情報、プリコーディングウェイト・ランク数選択部２３
３から与えられるＰＭＩ及びＲＩ情報、並びに、ＭＣＳ選択部２３６から与えられるＭＣ
Ｓ情報に基づいて、上述したＵＬ　ｇｒａｎｔを含むＤＣＩフォーマットを生成する。
【００８８】
　ＰＨＩＣＨ信号生成部２３９は、再送情報チャネル選択部２３３から与えられるＡＣＫ
／ＮＡＣＫ情報及び再送関連情報（ＮＤＩ情報、ＲＶ情報）に基づいて、移動局装置１０
に対してトランスポートブロックを再送すべきか否かを示すためのハイブリッドＡＲＱの
確認応答を含むＰＨＩＣＨ信号を生成する。
【００８９】
　ＰＤＳＣＨ信号生成部２４０は、個別ユーザデータ生成部２３７で生成された下り送信
データ（個別ユーザデータ）に基づいて、物理下り共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）で実際に
送信する下り送信データを生成する。ＰＤＣＣＨ信号生成部２４１は、ＵＬ　ｇｒａｎｔ
情報生成部２３８で生成されたてＵＬ　ｇｒａｎｔを含むＤＣＩフォーマットに基づいて
、物理下り制御チャネルに多重するＰＤＣＣＨ信号を生成する。
【００９０】
　これらのＰＨＩＣＨ信号生成部２３９、ＰＤＳＣＨ信号生成部２４０及びＰＤＣＣＨ信
号生成部２４１で生成されたＰＨＩＣＨ信号、ＰＤＳＣＨ信号及びＰＤＣＣＨ信号がＯＦ
ＤＭ変調部２４２に入力される。ＯＦＤＭ変調部２４２は、これらのＰＨＩＣＨ信号、Ｐ
ＤＳＣＨ信号及びＰＤＣＣＨ信号を含んだ２系列の信号にＯＦＤＭ変調処理を施し、送受
信部２０６ａ、２０６ｂへ送出する。
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【００９１】
　このように基地局装置２０においては、移動局装置１０に対してパワースケーリングを
適用するＴＡＧ（又はＣＣ、上り物理チャネル、パケット）を明示的に規定し、パワース
ケーリングを適用するＴＡＧ等のパワースケーリング対象情報を移動局装置１０に上位レ
イヤシグナリングする。これにより、移動局装置１０がパワースケーリングを適用すべき
ＴＡＧ等を、基地局装置２０において規定できるので、ネットワーク運用の自由度を上げ
ることができる。基地局装置２０は通信環境（セル構成、キャリアアグリゲーション状況
、伝送品質、トラフィック、送信電力、トランスポートブロックサイズ、パケット種別等
）を考慮して、パワースケーリングを適用するＴＡＧ（又はセル、ＣＣ、上り物理チャネ
ル、パケット）を柔軟に規定でき、パワースケーリングを適用することによる上りリンク
伝送品質の劣化を抑制できる。また、パワースケーリング対象情報を上位レイヤシグナリ
ングによって移動局装置１０に通知するので、オーバーヘッドを低減することができる。
【００９２】
　次に、図９を参照しながら、本実施の形態に係る移動局装置１０の構成について説明す
る。本実施の形態に係る移動局装置１０は、図９に示すように、ＭＩＭＯ伝送のための２
つの送受信アンテナ１０２ａ、１０２ｂと、アンプ部１０４ａ、１０４ｂと、送受信部１
０６ａ、１０６ｂと、ベースバンド信号処理部１０８と、アプリケーション部１１０とを
備えている。
【００９３】
　下りリンクのデータについては、２つの送受信アンテナ１０２ａ、１０２ｂで受信され
た無線周波数信号がアンプ部１０４ａ、１０４ｂで増幅され、送受信部１０６ａ、１０６
ｂで周波数変換されてベースバンド信号に変換される。このベースバンド信号は、ベース
バンド信号処理部１０８でＦＦＴ処理や、誤り訂正復号、再送制御の受信処理等がなされ
る。このような下りリンクのデータのうち、下りリンクのユーザデータは、アプリケーシ
ョン部１１０に転送される。アプリケーション部１１０は、物理レイヤやＭＡＣレイヤよ
り上位のレイヤに関する処理等を行う。また、下りリンクのデータのうち、報知情報も、
アプリケーション部１１０に転送される。
【００９４】
　一方、上りリンクのユーザデータについては、アプリケーション部１１０からベースバ
ンド信号処理部１０８に入力される。ベースバンド信号処理部１０８では、再送制御（ハ
イブリッドＡＲＱ：Hybrid　ARQ）の送信処理や、チャネル符号化、プリコーディング、
ＤＦＴ処理、ＩＦＦＴ処理等が行われて送受信部１０６ａ、１０６ｂに転送される。送受
信部１０６ａ、１０６ｂでは、ベースバンド信号処理部１０８から出力されたベースバン
ド信号を無線周波数帯に変換する周波数変換処理が施され、その後、アンプ部１０４ａ、
１０４ｂで増幅されて送受信アンテナ１０２ａ、１０２ｂより送信される。
【００９５】
　図１０はベースバンド信号処理部１０８の構成を示すブロック図である。ベースバンド
信号処理部１０８は、レイヤ１処理部１０８１と、ＭＡＣ処理部１０８２と、ＲＬＣ処理
部１０８３と、送信電力設定部１０８４と、ＴＰＣコマンド受信処理部１０８５と、ＴＰ
Ｃコマンドフォーマット受信処理部１０８６とから主に構成されている。
【００９６】
　レイヤ１処理部１０８１は、主に物理レイヤに関する処理を行う。レイヤ１処理部１０
８１は、例えば、下りリンクで受信した信号に対して、チャネル復号化、離散フーリエ変
換、周波数デマッピング、逆フーリエ変換、データ復調などの処理を行う。また、レイヤ
１処理部１０８１は、上りリンクで送信する信号に対して、チャネル符号化、データ変調
、周波数マッピング、逆フーリエ変換（ＩＦＦＴ）などの処理を行う。
【００９７】
　ＭＡＣ処理部１０８２は、下りリンクで受信した信号に対するＭＡＣレイヤでの再送制
御（ハイブリッドＡＲＱ）、下りスケジューリング情報の解析（ＰＤＳＣＨの伝送フォー
マットの特定、ＰＤＳＣＨのリソースブロックの特定）などを行う。また、ＭＡＣ処理部
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１０８２は、上りリンクで送信する信号に対するＭＡＣ再送制御、上りスケジューリング
情報の解析（ＰＵＳＣＨの伝送フォーマットの特定、ＰＵＳＣＨのリソースブロックの特
定）などの処理を行う。
【００９８】
　ＲＬＣ処理部１０８３は、下りリンクで受信したパケット／上りリンクで送信するパケ
ットに対して、パケットの分割、パケットの結合、ＲＬＣレイヤでの再送制御などを行う
。
【００９９】
　ＴＰＣコマンド受信処理部１０８５は、基地局装置２０から通知されるＴＰＣコマンド
を受信し、そのＴＰＣコマンドの内容を判定する。ＴＰＣコマンド受信処理部１０８５は
、ＴＰＣコマンドフォーマット受信処理部１０８６で受信したＴＰＣコマンドフォーマッ
トに基づいてＴＰＣコマンドの内容を判定する。ＴＰＣコマンドの情報は、送信電力設定
部１０８４に送られる。
【０１００】
　ＴＰＣコマンドフォーマット受信処理部１０８６は、無線基地局装置から通知されるＴ
ＰＣコマンドフォーマットの信号を受信する。ＴＰＣコマンドフォーマット受信処理部１
０８６は、上りリンクＭＵ－ＭＩＭＯ伝送時においては、ビット数が拡張された（例えば
、３ビット）のＴＰＣコマンドフォーマットの信号を受信する。また、ＴＰＣコマンドフ
ォーマット受信処理部１０８６は、上りリンクＭＵ－ＭＩＭＯ伝送でない場合には、ＬＴ
Ｅシステムで規定されたＴＰＣコマンドフォーマットの信号を受信する。ＴＰＣコマンド
フォーマットの情報は、送信電力設定部１０８４に送られる。
【０１０１】
　送信電力設定部１０８４は、送信電力制御用情報（ＴＰＣコマンドフォーマット及びＴ
ＰＣコマンド）を用いて送信電力の設定を行う。移動局装置１０は、パワースケーリング
を適用するＴＡＧ（又はセル、ＣＣ、上り物理チャネル、パケット）が、基地局装置２０
から下りリンクで通知される。送信電力設定部１０８４は、ＭＴＡが適用された状態で、
トータル送信電力が規定上限値を超える場合には、予め通知されたＴＡＧ（セル、ＣＣ、
上り物理チャネル、又はパケット）に対してパワースケーリングを適用して送信電力を減
少させる。
【０１０２】
　例えば、移動局装置１０が複数セルＣ１，Ｃ２に接続されている状態において、パワー
スケーリングを適用するＴＡＧがパワースケーリング対象として通知されていると仮定す
る。この場合、移動局装置１０に対してＭＴＡが適用されていて、ＰＯ区間（図４参照）
においてトータル送信電力が上限規定を超える場合に、送信電力設定部１０８４は、予め
通知されたＴＡＧに含まれたＣＣの送信電力を減少させる。
【０１０３】
　また、移動局装置１０は、プライマリセルとなるセルＣ１とセカンダリセルとなるセル
Ｃ２に接続されている状態において、パワースケーリングを適用するセルとして例えばプ
ライマリセルが通知されていると仮定する。この場合、移動局装置１０に対してＭＴＡが
適用されていて、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上限規定を超える場合、送信電力
設定部１０８４は、予め通知されたプライマリセルの送信電力を減少させる。
【０１０４】
　また、移動局装置１０は、予めセルに物理チャネルが紐づけられた情報を取得していて
、パワースケーリングを適用するセルが基地局装置２０から通知される。例えば、制御信
号用のプライマリセルＣ１（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）がパワースケーリング対象となれば
、プライマリセルＣ１におけるデータ信号（ＰＵＳＣＨ）がパワースケーリングされるよ
うに規定されているとする。移動局装置１０は、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上
限規定を超える場合、予めプライマリセルＣ１（ＴＡＧ＃１、ＣＣ＃１）がパワースケー
リングの対象として通知されていれば、プライマリセルＣ１のＰＵＳＣＨの送信電力を減
少させる。又は、データ伝送用のセカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）がパワースケ
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ーリング対象となれば、セカンダリセルにおける制御信号（ＰＵＣＣＨ）がパワースケー
リングされるように規定されているとする。ユーザ端末ＵＥは、ＰＯ区間においてトータ
ル送信電力が上限規定を超える場合、予めセカンダリセル（ＴＡＧ＃２、ＣＣ＃２）がパ
ワースケーリングの対象として通知されていれば、送信電力設定部１０８４は、セカンダ
リセルのＰＵＣＣＨの送信電力を減少させる。
【０１０５】
　また、基地局装置２０がＴＡＧ＃１（ＣＣ＃１）のＰＵＳＣＨをパワースケーリングが
適用される対象に明示的に規定し、ＴＡＧ＃２（ＣＣ＃２）のＰＵＣＣＨをパワースケー
リングが適用される対象に明示的に規定している場合、移動局装置１０は、この規定され
たパワースケーリング情報が基地局装置２０から通知される。この場合、移動局装置１０
は、ＰＯ区間においてトータル送信電力が上限規定を超える場合に、送信電力設定部１０
８４は、予め通知された物理チャネルの送信電力を減少させる。例えば、ＴＡＧ＃１（Ｃ
Ｃ＃１）のＰＵＳＣＨをパワースケーリングが適用される対象に規定されていれば、ＴＡ
Ｇ＃１（ＣＣ＃１）のＰＵＳＣＨの送信電力を減少させる。
【０１０６】
　または、パワースケーリングを適用するＴＡＧを暗示的に規定することにより、シグナ
リングを行わずに、伝送品質を保つ上記パワースケーリング方法（１）から（５）が適用
される場合も、トータル送信電力が上限規定を超えるＰＯ区間において、送信電力設定部
１０８４は、上記パワースケーリング方法（１）から（５）のいずれかを適用してＴＡＧ
（セル、ＣＣ、上り物理チャネル、又はパケット）の送信電力を減少させる。
【０１０７】
　例えば、送信電力の大きいＴＡＧにパワースケーリングが適用されるように規定された
場合、送信電力設定部１０８４は、ＴＡＧ毎に送信電力の合計を計算し、送信電力の最も
大きいＴＡＧにパワースケーリングを適用する。このとき、基地局装置２０からパワース
ケーリング対象情報のシグナリングは不要である。
【０１０８】
　また、トランスポートブロックサイズ（伝送ビット数）の小さいＰＵＳＣＨにパワース
ケーリングを適用するように規定された場合、送信電力設定部１０８４は、例えばセルＣ
１とセルＣ２とに割り当てられたトランスポートブロックのうち、サイズの大きいトラン
スポートブロックが割り当てられているセルの送信電力を減少させる。これにより、再送
時のオーバーヘッドを低減できる。このとき、基地局装置２０からパワースケーリング対
象情報のシグナリングは不要である。
【０１０９】
　また、合計割当て帯域幅の小さいＴＡＧにパワースケーリングが適用されるように規定
された場合、送信電力設定部１０８４は、セルＣ１にＣＣ＃１のみが割り当てれ、セルＣ
２にＣＣ＃２及びＣＣ＃３が割り当てられていれば、セルＣ１のＴＡＧにパワースケーリ
ングを適用する。
【０１１０】
　また、上りリンクの新規パケットにパワースケーリングが適用されるように規定された
場合、送信電力設定部１０８４は、データ新規送信／再送判定部１１５の判定結果に対応
して新規パケットにパワースケーリングを適用する。または、再送パケットにパワースケ
ーリングが適用されるように規定された場合、送信電力設定部１０８４は、データ新規送
信／再送判定部１１５の判定結果に対応して再送パケットにパワースケーリングを適用す
る。パワースケーリングを適用する対象パケットを、上りリンクの新規パケットとするか
、再送パケットとするかはシステムの運用による。
【０１１１】
　図１１を参照し、移動局装置１０のベースバンド信号処理部１０８におけるレイヤ１処
理部１０８１の構成について説明する。同図に示すように、送受信部１０６ａ、１０６ｂ
から出力される受信信号がＯＦＤＭ復調部１１１で復調される。ＯＦＤＭ復調部１１１で
復調された下りリンクの受信信号のうち、ＰＤＳＣＨ信号は下りＰＤＳＣＨ復号部１１２
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に入力され、ＰＨＩＣＨ信号は下りＰＨＩＣＨ復号部１１３に入力される、ＰＤＣＣＨ信
号は下りＰＤＣＣＨ復号部１１４に入力される。下りＰＤＳＣＨ復号部１１２は、ＰＤＳ
ＣＨ信号を復号し、ＰＤＳＣＨ送信データを再生する。下りＰＨＩＣＨ復号部１１３は、
下りリンクのＰＨＩＣＨ信号を復号する。下りＰＤＣＣＨ復号部１１４は、ＰＤＣＣＨ信
号を復号する。ＰＤＣＣＨ信号には、ＵＬ　ｇｒａｎｔを含むＤＣＩフォーマットが含ま
れる。基地局装置２０から移動局装置１０に対してパワースケーリング対象情報が上位レ
イヤシグナリングされる場合は、ＰＤＳＣＨ信号を復号した送信データにパワースケーリ
ング対象情報が含まれる。
【０１１２】
　データ新規送信／再送判定部１１５は、下りＰＨＩＣＨ復号部１１３により復号された
ＰＨＩＣＨ信号にハイブリッドＡＲＱの確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）が含まれる場合、
そのハイブリッドＡＲＱの確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に基づいて、新規のデータ送信
又は再送を判定する。また、ＰＤＣＣＨ信号のＵＬ　ｇｒａｎｔにハイブリッドＡＲＱの
確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）が含まれる場合、そのハイブリッドＡＲＱの確認応答（Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）に基づいて、新規のデータ送信又は再送を判定する。これらの判定結果
を新規送信データバッファ部１１６及び再送データバッファ部１１７に通知する。
【０１１３】
　新規送信データバッファ部１１６は、アプリケーション部１１０から入力された上りリ
ンクの送信データをバッファリングしている。再送データバッファ部１１７は、新規送信
データバッファ部１１６から出力された送信データをバッファリングする。データ新規送
信／再送判定部１１５から新規のデータ送信である旨の判定結果が通知されると、新規送
信データバッファ部１１６内の送信データから上り送信データが生成される。一方、デー
タ新規送信／再送判定部１１５からデータ再送である旨の判定結果が通知されると、再送
データバッファ部１１７内の送信データから上り送信データが生成される。
【０１１４】
　生成された上り送信データは、図示しない直並列変換部に入力される。この直並列変換
部においては、上り送信データが、上りリンクのランク数に応じてコードワード数分に直
並列変換される。なお、コードワード（符号語）とは、チャネル符号化の符号化単位を示
しており、その数（コードワード数）は、ランク数及び又は送信アンテナ数により一意に
決定される。ここでは、コードワード数が３つに決定された場合について示している。な
お、コードワード数とレイヤ数（ランク数）とは必ずしも等しくはならない。上りコード
ワード＃１送信データ、上りコードワード＃２送信データ、上りコードワード＃３送信デ
ータは、データ符号化部１１８ａ、１１８ｂ、１１８ｃに入力される。
【０１１５】
　データ符号化部１１８ａでは、上りコードワード＃１送信データが符号化される。デー
タ符号化部１１８ａで符号化された上りコードワード＃１送信データは、データ変調部１
１９ａで変調され、多重部１２０ａで多重された後、逆フーリエ変換部（ＤＦＴ）１２１
ａで逆フーリエ変換されて時系列の情報が周波数領域の情報に変換される。なお、データ
符号化部１１８ａ、データ変調部１１９ａは、下りＰＤＣＣＨ復号部１１４からのＭＣＳ
情報に基づいて、上りコードワード＃１送信データの符号化及び変調処理を行う。サブキ
ャリアマッピング部１２２ａでは、下りＰＤＣＣＨ復号部１１４からのスケジューリング
情報（リソース割り当て情報）に基づいて周波数領域でのマッピングを行う。なお、デー
タ符号化部１１８ｂ、１１８ｃからサブキャリアマッピング部１２２ｂ、１２２ｃにおい
ても、上りコードワード＃２、＃３に対して上りコードワード＃１と同様の処理が行われ
る。そして、マッピング後の上りコードワード＃１送信データが逆高速フーリエ変換部（
ＩＦＦＴ）１２３ａ、１２３ｂ、１２３ｃにて送信信号を逆高速フーリエ変換して周波数
領域の信号を時間領域の信号に変換する。そして、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）
付与部１２４ａ、１２４ｂ、１２４ｃにて送信信号にサイクリックプレフィックスを付与
する。ここで、サイクリックプレフィックスは、マルチパス伝搬遅延及び基地局装置２０
における複数ユーザ間の受信タイミングの差を吸収するためのガードインターバルとして



(21) JP 2014-72778 A 2014.4.21

10

20

30

40

50

機能する。
【０１１６】
　今、セルＣ１にＣＣ＃１が割り当てられ、セルＣ２に２つのＣＣ＃２及びＣＣ＃３が割
り当てられていて、ＣＣ＃１がＴＡＧ＃１に分類され、ＣＣ＃２及びＣＣ＃３がＴＡＧ＃
２に分類されているものとする。そして、セルＣ１とセルＣ２に接続している移動局装置
１０に対してＭＴＡが適用されて、ＴＡＧ＃１が送信タイミングＴ１に設定され、ＴＡＧ
＃２が送信タイミングＴ２に設定されているとする。本実施の形態では、上りデータ（コ
ードワード＃１）がセルＣ１の上りリンクで送信され、上りデータ（コードワード＃２、
＃３）がセルＣ２の上りリンクで送信されるものとする。
【０１１７】
　以上の状況下において、セルＣ１の上りリンクデータである送信信号（コードワード＃
１）は、ＭＴＡ処理部１２５ａにて送信タイミングがタイミングＴ１に制御される。また
、セルＣ２の上りリンクデータである送信信号（コードワード＃２）は、ＭＴＡ処理部１
２５ｂにて送信タイミングがタイミングＴ２に制御され、送信信号（コードワード＃３）
は、ＭＴＡ処理部１２５ｃにて送信タイミングがタイミングＴ２に制御される。セルＣ２
の上りリンクデータである送信信号（コードワード＃２）及び送信信号（コードワード＃
３）は共にタイミングＴ２に制御され、さらにＣｏｍｂｉｎｅｒ１２６でコンバインされ
る。
【０１１８】
　このように、移動局装置１０がパワースケーリングを適用すべきＴＡＧ等を、基地局装
置２０において明示的に規定してシグナリングしてくるので、移動局装置１０は通知され
たパワースケーリング対象に対してパワースケーリングを適用することができる。この結
果、基地局装置２０が通信環境（セル構成、キャリアアグリゲーション状況、伝送品質、
トラフィック、送信電力、トランスポートブロックサイズ、パケット種別等）を考慮して
決定したパワースケーリング対象にパワースケーリングを適用でき、パワースケーリング
を適用することによる上りリンク伝送品質の劣化を抑制できる。
【０１１９】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１２０】
　１　移動通信システム
　１０、１０Ａ，１０Ｂ　移動局装置
　１０２ａ、１０２ｂ　送受信アンテナ
　１０４ａ、１０４ｂ　アンプ部
　１０６ａ、１０６ｂ　送受信部
　１０８　ベースバンド処理部
　１０８１　レイヤ１処理部
　１０８４　送信電力設定部
　１１０　アプリケーション部
　１１１　ＯＦＤＭ復調部
　１１２　下りＰＤＳＣＨ復号部
　１１３　下りＰＨＩＣＨ復号部
　１１４　下りＰＤＣＣＨ復号部
　１１５　データ新規送信／再送判定部
　１１６　新規送信データバッファ部
　１１７　再送データバッファ部
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　１２５ａ、１２５ｂ、１２５ｃ　ＭＴＡ処理部
　２０、２０Ａ，２０Ｂ　基地局装置
　２０２ａ、２０２ｂ　送受信アンテナ
　２０４ａ、２０４ｂ　アンプ部
　２０６ａ、２０６ｂ　送受信部
　２０８　ベースバンド信号処理部
　２１０　呼処理部
　２１２　伝送路インターフェース
　２２１　チャネル品質測定部
　２３３　再送情報チャネル選択部
　２３４　スケジューラ
　２３５　プリコーディングウェイト・ランク数選択部
　２３６　ＭＣＳ選択部
　２３７　個別ユーザデータ生成部
　２３８　ＵＬ　ｇｒａｎｔ情報生成部
　２３９　ＰＨＩＣＨ信号生成部
　２４０　ＰＤＳＣＨ信号生成部
　２４１　ＰＤＣＣＨ信号生成部
　２４２　ＯＦＤＭ変調部
　３０　上位局装置

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】 【図８】
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